


虐待を受けた高齢者の認知症の
有無（疑いを含む）（平成21年度）

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、

人
生
を
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

長
生
き
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
家
庭
や
施
設
で
高

齢
者
に
虐
待
が
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
市
で
も
、残
念
な
が
ら
、

家
族
な
ど
か
ら
虐
待
を
受
け
て

い
る
高
齢
者
が
い
る
と
い
う
現

状
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
の
虐
待
は
、
平
成
21

年
度
に
22
件
発
生
し
ま
し
た
。

虐
待
者
は
、
息
子
・
娘
や
夫
が

多
く
、
虐
待
を
受
け
る
高
齢
者

は
圧
倒
的
に
女
性
が
多
い
（
77

％
）
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
高
齢
者
が

虐
待
を
受
け
て
い
る
事
例
も
多

く
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し

い
理
解
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

が
あ
ら
た
め
て
言
え
ま
す
。

虐待者別発生件数（平成21年度） 虐待の種類別発生件数（平成21年度）

身体的虐待
◆たたく、つねる、殴る、ける、
　やけどを負わせる
◆ベッドに縛り付ける
◆無理やり食べ物を口に入れる
◆薬を過剰に与える　など

心理的虐待
◆排せつなどの失敗に
　対して恥をかかせる
◆子ども扱いする、
　怒鳴る、ののしる、
　悪口を言う、無視する　など

性的虐待
◆本人が嫌がる性的な行為をしたり、
　その強要をする
◆懲罰として下半身を裸にして放置
　する　など

介護や世話の放棄・放任
◆空腹・脱水・低栄養状態のままに
　している
◆オムツを替えない、入浴させない
◆部屋に衣類などを散乱したままに
　している
◆必要な医療・介護サービスを制限
　する　など

経済的虐待
◆本人のお金を渡さない、
　使わせない
◆本人の年金・預金を勝手
　に使う　など

このような
行為が虐待
です！

高齢者虐待を防ぎましょう！
長寿課（☎㉑5559）

平成22年10月号 2



介
護
者
・
家
族
の
支
援
を
！

　

虐
待
が
起
こ
る
背
景
に
は
、

「
介
護
疲
れ
」「
高
齢
者
と
虐
待

者
の
人
間
関
係
」「
経
済
的
困

窮
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
の
方
法
が
分
か
ら
ず
、

不
適
切
な
対
応
を
し
て
し
ま
い
、

虐
待
に
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
介
護
を
抱
え
込
ま
ず
、

身
近
な
人
に
相
談
を
し
て
、
介

護
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

介
護
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
下
表
参
照
）や
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
19
ペ
ー
ジ
「
高
齢

者
在
宅
介
護
」
参
照
）
な
ど
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
へ
の
理
解
を
！

　

「
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た

現
実
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」

「
対
応
方
法
が
分
か
ら
な
い
」

な
ど
の
理
由
で
、
虐
待
に
発
展

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
早
期
診
断
・
治

療
が
大
切
で
す
。「
家
族
が
認

知
症
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
早
期
に
治
療
す
れ
ば
、

薬
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
認
知
症
に
関
す
る

相
談
や
、
家
族
の
介
護
負
担
を

軽
減
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
介
護
の
負
担
を
抱
え

込
ま
ず
、
専
門
機
関
へ
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
支
え
合
い
ま
し
ょ
う

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
支

え
が
あ
れ
ば
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
も
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

必
要
な
の
は
、
さ
り
気
な
い

手
助
け
や
見
守
り
、
声
掛
け
な

ど
で
す
。

　

「
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
」「
困

っ
て
い
る
人
を
見
掛
け
た
ら
声

を
掛
け
る
」「
高
齢
者
の
ペ
ー

ス
に
合
わ
せ
る
心
の
ゆ
と
り
を

持
つ
」
な
ど
、
一
人
一
人
の
ち

ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
で
、
地
域

が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族

を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
と
し

て
、「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
平
成
20
年
度
か
ら
養
成
し
て

お
り
、
現
在
、
約
１
２
０
０
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。

地域包括支援センター　　（☎㉑5583）
西地域包括支援センター　（☎⑳5055）
東地域包括支援センター　（☎441165）
二見総合支所福祉健康課　（☎421113）
小俣総合支所福祉健康課　（☎㉒7862）
御薗総合支所福祉健康課　（☎㉒0261）

高齢者虐待相談窓口

□怒鳴り声や悲鳴、物を投げる音が聞こえる

□体に不自然なあざや傷があり、説明のつじつまが合わない

□庭や家屋の手入れがされず荒れていたり、多くのごみが放

　置されている

□家族と同居しているのに、高齢者が一人分の食べ物を頻繁

　に買っている

□「年金を取り上げられた」「通帳を取られた」などの訴えがある

□体がやせてきたり、異臭がして風呂に入っている様子がない

□いつも同じ服を着ていたり、汚れたり破れたりした服や、

　気候に合わない服を着ている

□気候や天気が悪くても、高齢者が長時間外にいる姿がしば

　しば見られる

□介護者が「疲れている」「眠れない」「体調が悪い」などを訴

　えている

□近所付き合いがなく、近所の人や福祉関係者の訪問を嫌がる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

ちょっと変だな！？と感じたらまず連絡を

　

地
域
の
見
守
り
・
協
力
が
、

高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見
・
早

期
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
「
虐
待
か

な
？
」
と
思
う
こ
と
や
、
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
次
の

相
談
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
心
得

〝
３
つ
の
「
な
い
」
〞

１. 

驚
か
せ
な
い

２. 

急
が
せ
な
い

３. 

自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
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か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
守
る
た
め
に

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
１
）

　

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
生
活

環
境
と
、
川
や
海
の
自
然
環
境

を
守
る
た
め
、
生
活
排
水
な
ど

の
汚
水
は
、
き
れ
い
な
水
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
し
尿
や
生
活
排
水

を
き
れ
い
に
す
る
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
す
る
た
め
、
設
置
し

た
人
に
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

補
助
対
象　

次
の
用
件
を
す
べ

て
満
た
す
浄
化
槽

■
浄
化
槽

 

・・
処
理
対
象
人
員
（
人
槽
）
が
10

人
以
下

 

・・
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
）
除
去
率
が
90
％
以
上

で
、
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
20
㎎／ℓ

以
下

■
高
度
処
理
型
浄
化
槽

◇
窒
素
ま
た
は
リ
ン
除
去
型

 

・・
処
理
対
象
人
員
（
人
槽
）
が
10

人
以
下
（
専
用
住
宅
や
共
同
住

宅
な
ど
へ
設
置
す
る
場
合
は
11

人
〜
50
人
も
対
象
）

 

・・
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
10
㎎／ℓ
以

下

 

・・
総
窒
素
濃
度
が
20
㎎／ℓ
以
下
ま

た
は
総
リ
ン
濃
度
が
１
㎎／ℓ
以
下

◇
Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去
型

 

・・
処
理
対
象
人
員
（
人
槽
）
が
10

人
以
下

 

・・
Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去
率
が
97
％
以
上

で
、
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
５
㎎／ℓ

以
下

対
象
地
域　

市
内
全
域
（
公
共

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
が
使
用
で
き
る
地
域
、
大

型
浄
化
槽
で
共
同
処
理
を
す
る

地
域
を
除
く
）

補
助
金
額　

左
表
の
と
お
り

浄
化
槽
設
置
に
補
助

からからからからから

　

今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
の
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
５
年
ご
と
に
全
国
一

斉
に
実
施
す
る
最
も
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。
今
回
は
、
本
格

的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て

初
め
て
の
調
査
で
、
日
本
の
未

来
を
考
え
る
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
調
査
と
な
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
伊
勢
市
が
将
来
に
わ

た
っ
て
健
全
な
行
政
運
営
を
行

っ
て
い
く
た
め
に
、
行
財
政
改

革
大
綱
を
発
表
し
、
実
施
計
画

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
綱
の
理
念
は
、
地
域
の
自
立

と
住
民
満
足
度
の
向
上
で
す
。

　

経
費
の
削
減
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
様
に
も
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
金
以
外
の
収
入
を

増
や
す
た
め
、
ご
み
袋
や
収
集

車
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
広

告
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
し
、

財
源
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

職
員
人
件
費
の
削
減
と
労
働

環
境
の
改
善
を
目
的
に
、
残
業

時
間
10
％
削
減
の
取
り
組
み
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
残
業
が
発

生
す
る
理
由
を
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
し
っ
か
り
と
分
析
し
、
効

率
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
環

境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
６
月
定
例
会
に
お
い

て
、
伊
勢
総
合
病
院
の
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
を
す
る
場
を
設

定
す
る
よ
う
、
市
民
の
方
々
か

ら
請
願
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
齢
社
会
に
お
い
て
、
地
域

医
療
は
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な

り
ま
す
。
市
民
・
議
会
・
医
療

関
係
者
の
皆
様
と
建
設
的
な
議

論
を
し
、
市
民
の
皆
様
の
生
活

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

海
上
ア
ク
セ
ス
事
業
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
問
題
点
を

明
確
に
し
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
調
査
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
建
設
に
要
す
る

事
業
費
約
６
億
３
５
０
０
万
円

の
う
ち
、
約
６
億
円
を
金
融
機

関
か
ら
借
り
入
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
は
全
額
繰
り
上
げ

返
済
し
ま
す
。
そ
の
際
、
金
融

機
関
と
協
議
し
、
事
業
撤
退
の

事
情
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
、

本
来
で
あ
れ
ば
必
要
と
な
る
利

息
相
当
分
の
約
２
８
９
０
万
円

を
減
免
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
建
物
の
中
に
あ
る

ト
イ
レ
や
街
灯
な
ど
の
備
品
や

設
備
約
２
９
０
０
万
円
分
（
購

入
時
）
に
つ
い
て
も
、
市
の
ほ

か
の
施
設
で
有
効
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

　

皆
さ
ん
へ

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人

は
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
を
行
う
こ
と
が
、
浄
化
槽

法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

保
守
点
検
・
清
掃
が
さ
れ
て

い
な
い
と
、
排
水
を
処
理
で
き

ず
、
汚
い
水
を
川
や
海
へ
流
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽

が
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
検
査
す
る
も
の
で
す
。

　

川
や
海
を
汚
さ
な
い
た
め
に

も
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

保守点検　年３～４回実施（浄化槽の種類によって異なる）
清　　掃　年１～２回実施（浄化槽の種類によって異なる）
　　　　　※清掃は、地域ごとに業者が指定されています。

　　　　　※保守点検や清掃を実施しない場合、６カ月以下の

　　　　　　懲役または100万円以下の罰金が科せられること
　　　　　　があります。

法定検査　使用開始から３～５カ月後に１回実施（７条検査）し、
　　　　　その後、毎年１回実施（11条検査）
　　　　　※法定検査を実施しない場合、30万円以下の過料
　　　　　　が科せられることがあります。

【浄化槽】
処理対象人員
（人槽） 認可区域外 認可区域内

5人槽 332,000円 110,000円
6～ 7人槽 414,000円 138,000円
8～ 10人槽 548,000円 182,000円

【高度処理型浄化槽】

処理対象人員
（人槽）

認可区域外
窒素または
リン除去型 BOD除去型

5人槽 444,000円 489,000円
6～ 7人槽 486,000円 654,000円
8～ 10人槽 576,000円 903,000円
11～50人槽 576,000円 補助なし

※高度処理型浄化槽について、認可区域
　内は浄化槽の認可区域内と同額です。

認可区域とは、平成22年4月1日現在で公
共下水道事業の認可を受けている地域です。

予算額〔平成22年度〕
　1億3,929万2千円（うち国交付
　金・県補助金8,700万6千円）

浄化槽の補助金額下
水
道
工
事
実
施
区
域
の
皆
さ
ん
へ

　

下
水
道
へ
の
接
続
に
よ
り
浄
化
槽
を
廃
止
す
る
際
に
は
、
前
回

の
清
掃
実
施
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
の
清
掃
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
４
）

　

現
在
、
伊
勢
市
で
は
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
レ
ジ
袋

の
有
料
化
を
実
施
し
、
こ
の
レ

ジ
袋
の
収
益
金
の
一
部
を
、
環

境
活
動
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
５
件
の
環

境
活
動
に
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
助
成
枠
を
拡
大
し
、

助
成
を
希
望
す
る
団
体
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
で
活
動
す
る

個
人
・
団
体
・
事
業
所
・
学
校

な
ど

対
象
活
動

 

・・
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る

普
及
啓
発
活
動

 

・・
ご
み
の
減
量
化
・
再
使
用
・

再
生
利
用
な
ど
に
関
す
る
活
動

 

・・
環
境
教
育
活
動

 

・・
緑
化
促
進
・
森
林
保
全
・
河

川
浄
化
な
ど
に
関
す
る
活
動

 

・・
野
生
生
物
や
自
然
環
境
の
保

護
に
関
す
る
活
動

 
・・
地
域
の
環
境
美
化
活
動

 

・・
そ
の
ほ
か
環
境
全
般
に
関
す

る
活
動

助
成
件
数　

10
件
程
度

助
成
金
額　

１
件
に
つ
き
上
限

10
万
円

応
募
期
限　

12
月
24
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
募
集
要
領
（
環

境
課
に
あ
り
ま
す
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

え
え
や
ん
か
！
環
境
活
動
助
成
金

環
境
活
動
を
募
集
！　
　

高温スチーム洗浄
機による外宮参道
の美化活動

全日本花いっぱい
伊勢大会に合わせ
て行った花の植栽

　

市
で
は
、
住
民
満
足
度
ナ
ン

バ
ー
１
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
思
い
を
的
確
に
と

ら
え
た
市
政
運
営
が
必
要
で
す
。

　

各
小
学
校
区
で
、
市
長
と
市

民
の
皆
さ
ん
が
直
接
意
見
交
換

す
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

市長と語る懇談会（10月～ 11月上旬）
小学校区 とき ところ
四郷 10月  7 日㈭ 四郷地区コミュニティセンター

厚生 10月 12日㈫ 厚生小学校・1階ランチルーム
有緝 10月 20日㈬ 有緝小学校・1階プレイルーム
城田 10月 25日㈪ 伊勢農業協同組合城田支店・会議室

御薗 11月  4 日㈭ 御薗公民館・2階講堂
東大淀 11月  9 日㈫ 東大淀町民会館

※いずれも時間は、午後 7時～ 8時 30分です。
そのほかの小学校区については、「広報いせ」で順次お知らせし
ていきます。

情
報
調
査
室（
☎
㉑
５
５
４
８
）

　

市
長
と
語
る

　

懇
談
会
を
開
催
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市民交流課（☎㉑5513）

めざそや！共同参画

　今回は、フレンテみえ主催の講演で学んだメディアリテラシーの重要性、
石阪督規さん（三重大学人文学部准教授、伊勢市男女共同参画審議会会長）
による高齢者の自立についての話、三重県内男女共同参画連携映画祭2010
で上映した映画「60歳のラブレター」の感想を紹介します。

　

情
報
を
読
み
解
き
、
そ
の
情
報

を
活
用
す
る
能
力
の
こ
と
で
す
。

　

近
年
、
高
度
情
報
通
信
化
が

進
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

に
よ
っ
て
誰
も
が
簡
単
に
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

社
会
に
は
ん
ら
ん
し
て
い
る

情
報
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、｢
本
当
か
な
？｣

と
批
判
的
に
考
え
、
主
体
的
に

読
み
解
く
力
が
、
わ
た
し
た
ち

に
は
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｍ
を
見
て
…

　

過
去
の
洗
剤
や
家
電
製
品
の

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
見
て
気
付
い
た

こ
と
は
、
き
れ
い
で
家
族
の
た

め
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
理
想
的

な
お
母
さ
ん
が
描
か
れ
、
科
学

的
な
説
明
を
す
る
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
ほ
と
ん
ど
男
性
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
短
い
Ｃ
Ｍ
を
繰
り

返
し
見
る
こ
と
に
よ
り
、｢

理

想
的
な
お
母
さ
ん
と
は
こ
う
い

う
も
の
で
あ
る
」｢

理
論
的
な

の
は
男
性
で
あ
る｣

な
ど
と
い

う
よ
う
に
、
思
い
込
ま
さ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

共
同
参
画
の
視
点
で
見
よ
う

　

メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
情
報
が
社
会
に
与
え
る

影
響
は
、
今
後
ま
す
ま
す
拡
大

す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
メ
デ
ィ
ア
は
、

性
別
に
基
づ
く
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
な
い
表
現
に
配
慮
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

メ
デ
ィ
ア
が
健
全
に
発
達
す
る

た
め
に
は
、
批
判
的
な
読
者
・

視
聴
者
の
目
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
、
わ
た
し
た
ち
は
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
メ
デ

ィ
ア
を
と
ら
え
、
性
別
に
よ
っ

て
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
化
す
る
よ

う
な
表
現
に
敏
感
に
な
り
、
一

人
一
人
が
声
を
上
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

Ａ.　
高
齢
者
の
自
立

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
結
び
付
き

が
希
薄
に
な
り
、
核

家
族
化
が
進
み
、
誰

か
に
頼
る
と
い
う
生

き
方
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

若
者
は
自
分
の
生

活
で
手
一
杯
で
す
。

行
政
は
少
子
高
齢
化

に
よ
り
財
政
的
に
苦

し
く
、
従
来
通
り
の

　

高
齢
化
社
会
を

ど
う
生
き
る
？

支
援
は
期
待
で
き
な
い
の
で
、

高
齢
者
も
経
済
的
に
自
立
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
人
に
な
っ
て
も
生
き
て
い

け
る
よ
う
に
、
家
事
な
ど
の
ス

キ
ル（
技
能
）
や
地
域
で
の
生
き

方
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
今
ま
で
し
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
、
社
会

貢
献
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

す
る
の
も
良
い
で
す
ね
。

　

依
存
し
合
う
の
で
は
な
く
、

一
人
一
人
が
自
立
し
た
上
で
助

け
合
う
社
会
が
望
ま
れ
ま
す
。

石ちゃんに聞きた～い！
　

先
日
、｢

60
歳
の
ラ
ブ
レ
タ

ー｣

と
い
う
映
画
を
見
ま
し
た
。

　

団
塊
の
世
代
の
夫
婦
３
組
が
、

人
生
の
あ
る
機
会
に
相
手
に
思

い
を
伝
え
ま
す
。
共
に
年
を
重

ね
て
こ
そ
分
か
る
相
手
へ
の
思

い
に
、
そ
の
時
、
初
め
て
気
付

く
と
い
う
内
容
で
す
。

　

長
年
の
夫
婦
な
ら
、
何
も
言

わ
な
く
て
も
分
か
り
合
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
二
人
の

気
持
ち
に
ず
れ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
会
話
を
増
や
し
、

思
い
を
伝
え
る
努
力
を
し
た
い

で
す
ね
。
夫
婦
は
時
間
を
か
け

て
熟
成
す
る
も
の
だ
と
、
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
に
と
っ
て
、
夫
婦
の
在
り
方

を
見
詰
め
直
す
き
っ
か
け
と
な

り
、
結
婚
に
勇
気
と
希
望
を
与

え
て
く
れ
る
作
品
で
す
。
若
い

人
に
も
、
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
が
変
わ
る
と
、

　
　
　
　
　
　

社
会
が
変
わ
る

Ｑ.

思
い
は
、
話
さ
な
い
と

伝
わ
ら
な
い

②

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
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介
護
保
険　

シ
リ
ー
ズ

介
護
保
険
課
（
☎
㉑
５
５
６
０
）

 

教えて!!
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
の
？

■
認
定
結
果
が
要
支
援
の
人

　

要
支
援
１
・
２
の
人
は
、
要

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
、
生
活
機
能
を
改
善

す
る
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
に
介
護
予
防
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
市
内
に
３
カ
所
あ
り

ま
す
。（
セ
ン
タ
ー
の
一
覧
は

認
定
結
果
に
同
封
し
ま
す
）

 

在
宅
生
活
を
続
け
な
が
ら

 

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
き

■
認
定
結
果
が
要
介
護
の
人

　

要
介
護
１
〜
５
の
人
は
、
生

活
機
能
の
維
持
や
改
善
を
図
る

た
め
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
に
依
頼
し
、
事
業
所
に
い
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ケ
ア
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
は
、
市
内
に
約
40
カ
所
あ
り

ま
す
。（
事
業
所
の
一
覧
は
認

定
結
果
に
同
封
し
ま
す
）

　

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
来
月
号
以
降

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き

利
用
者
負
担
は
？

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と

き
の
自
己
負
担
割
合
は
１
割
で

す
。

　

た
だ
し
、
要
支
援
・
要
介
護

の
区
分
に
応
じ
、
１
カ
月
の
上

限
額
（
支
給
限
度
額
）
が
決
め

ら
れ
て
お
り
、
上
限
額
を
超
え

て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、

超
え
た
分
は
全
額
が
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　

な
お
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

費
用
に
つ
い
て
は
、
全
額
が
介

護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
る
た
め
、

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

在宅サービスを利用するときの上限額

区分 １カ月の上限額
（支給限度額）

自己負担額
（１割負担分）

要支援１ 49,700円 4,970円
要支援２ 104,000円 10,400円
要介護１ 165,800円 16,580円
要介護２ 194,800円 19,480円
要介護３ 267,500円 26,750円
要介護４ 306,000円 30,600円
要介護５ 358,300円 35,830円

軽い

重い

⑤

　ケアマネジャー（介護支援専門員）

は、介護に関する幅広い相談に乗って

くれる人です。信頼できる人を選ぶこ

とが、サービスの円滑な利用につなが

ります。

　ケアマネジャーを選ぶときの手助け

となるよう、県内の介護サービス事業

所の所在地・電話番号・職員数・資格

などの情報がホームページで公表され

ていますので、参考にしてください。

三重県介護サービス情報公表システム
のホームページ　http://kaigos.pref.
mie.jp/kaigosip/Top.do

ケアマネジャーを選ぶときは
ホームページの活用を

介護保険事業予算額〔平成22年度〕
　98億9,437万7千円（うち国・県・保
　険料などから82億3,675万1千円）

 　
　

 

介
護
保
険
施
設
へ

 　
　

 

入
所
し
た
い
と
き

施
設
へ
入
所
す
る
に
は

ど
こ
へ
申
し
込
め
ば
い
い
の
？

　

介
護
を
中
心
と
す
る
か
リ
ハ

ビ
リ
を
中
心
と
す
る
か
な
ど
、

受
け
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
よ
く
考

え
て
施
設
を
選
び
、
直
接
施
設

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
を
受
け
た
施
設
で

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

※
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

人
は
、
介
護
保
険
施
設
を
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
介
護

保
険
施
設
以
外
の
入
居
施
設

（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）は
利

用
で
き
ま
す
。
介
護
保
険
課
で

施
設
の
一
覧
を
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き

利
用
者
負
担
は
？

　

介
護
保
険
施
設
へ
入
所
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
の
自

己
負
担
割
合
は
１
割
で
す
。
な

お
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
要

介
護
の
区
分
や
施
設
の
種
類
、

部
屋
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の

１
割
負
担
と
は
別
に
、居
住
費
・

食
費
・
日
常
生
活
費
な
ど
は
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
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シ
リ
ー
ズ   　

文
化
振
興
課
内
・
伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館 　
　

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

探
訪
・
伊
勢
の
博
物
館
⑯

　

同
館
は
、
昭
和
元
年
ご
ろ
に

創
業
し
、
主
に
伊
勢
玩
具
な
ど

の
刳く

り

物も
の

を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
参
宮
街
道
沿
い
に
数

多
く
あ
っ
た
同
業
者
は
、
今
は

数
軒
の
み
と
な
り
、
現
在
市
内

で
作
ら
れ
て
い
る
伊
勢
玩
具
の

多
く
は
同
館
の
物
で
す
。

　

当
時
の
物
と
比
べ
る
と
、
模

様
や
色
彩
、
形
状
の
微
妙
な
部

分
は
時
代
に
合
わ
せ
て
変
更
さ

れ
て
お
り
、
特
に
色
の
鮮
や
か

さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

　

畑
井
工
房

伊
勢
ま
ち
か
ど
博
物
館
③
　

同
館
で
は
、
作
品
の
展
示
で

は
な
く
、
制
作
現
場
そ
の
も
の

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

刳
物
の
代
名
詞
と
も
い
え
る

ろ
く
ろ
は
、
ベ
ア
リ
ン
グ
を
使

用
し
て
い
な
い
大
正
時
代
の
物

で
、
今
も
現
役
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
非
常
に
珍
し
い

江
戸
時
代
の
足
踏
み
式
ろ
く
ろ

も
あ
り
、
現
在
で
は
数
少
な
く

な
っ
た
手
仕
事
に
関
心
を
持
つ

人
が
見
学
に
訪
れ
ま
す
。

　

一
刀
彫
と
は
、
一
本
の
彫
刻

刀
で
彫
り
上
げ
る
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、
一
回
の
刻
み
が
そ

の
ま
ま
仕
上
が
り
面
に
な
る
と

い
う
意
味
で
、
手
早
く
彫
ら
れ

る
大
胆
な
造
形
に
は
、
素
朴
な

味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
初
期
、
伊
勢
一
刀
彫
の

創
始
者
で
あ
る
中
村
良
記
が
、

式
年
遷
宮
に
従
事
す
る
宮
大
工

　

伊
勢
一
刀
彫
会
館

が
残
材
で
制
作
し
た
五い

十す

鈴ず

彫ぼ
り

に
触
発
さ
れ
、
伊
勢
一
刀
彫
と

い
う
工
芸
品
に
高
め
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
三

重
県
指
定
伝
統
工
芸
品
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
一
刀
彫
は
、
主
に
ク
ス

ノ
キ
を
使
用
し
て
お
り
、
当
時

は
神し

ん

鶏け
い

・
恵え

比び

寿す

・
大
黒
・
ガ

マ
ガ
エ
ル
な
ど
が
主
な
題
材
で

し
た
が
、
戦
後
は
、
神
宮
の
縁

起
物
と
し
て
配
ら
れ
る
「
え
と

守
」
が
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ス
ノ
キ
の
香
り
に
満
ち
た

館
内
に
は
、
数
百
体
も
の
作
品

が
展
示
さ
れ
、
作
品
の
持
つ
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
姿
に
来
館
者
の
表

情
が
思
わ
ず
緩
み
ま
す
。

所 在 地　宇治浦田３丁目3-30
電話番号　㉒0065
開館時間　9:00 ～ 17:00
休 館 日　日曜日・祝日
入 館 料 　無料

畑井工房

お
願
い

　

伊
勢
ま
ち
か
ど
博
物
館
は
、

館
長
の
善
意
に
よ
り
住
宅
や
仕

事
場
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
見

学
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所 在 地　勢田町664-34
電話番号　㉒3822
開館時間　9:00 ～ 17:00
休 館 日　日曜日
入 館 料 　無料

伊勢一刀彫会館

い
っ　
と
う　
ぼ
り

　

10
月
か
ら
伊
勢
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
ま
す
。

　

「
広
報
い
せ
」
９
月
号
で
は
、

セ
ン
タ
ー
の
役
割
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
号
か
ら

は
、
皆
さ
ん
の
生
活
の
中
で
一

番
身
近
な
契
約
や
、
契
約
に
関

係
す
る
事
柄
に
つ
い
て
、
シ
リ

ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

「
契
約
」
と
い
う
と
、
契
約

書
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
印
鑑
を

押
す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

契
約
と
は
、当
事
者
間
で「
売

る̶

買
う
」「
貸
す̶

借
り
る
」

と
い
っ
た
、「
申
し
込
み
」
と

「
承
諾
」
の
意
思
表
示
が
合
致

　
　
「
契
約
」
に
つ
い
て

　
　

ご
存
じ
で
す
か
？

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る

法
律
行
為
な
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
で
バ
ナ

ナ
を
１
個
買
っ
た
と
し
ま
す
。

　

購
入
す
る
時
に
は
、
契
約
書

も
作
り
ま
せ
ん
し
、
印
鑑
も
押

し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
バ
ナ
ナ

を
「
売
り
た
い
」
と
い
う
ス
ー

パ
ー
と
、「
買
い
た
い
」
と
い

う
消
費
者
の
意
思
が
合
致
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
常
生
活
の

中
で
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
取

引
は
、
ほ
と
ん
ど
契
約
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

一
度
契
約
が
成
立
し
て
し
ま

う
と
、
特
別
な
場
合
を
除
き
、

一
方
的
に
解
約
は
で
き
な
い
の

で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

次
回
は
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

消費者
「買いたい」

スーパー
「売りたい」

契約成立

伊勢市消費生活センター（☎㉑5717）

教えて

相談員さん！
！

シリーズ消費
生活相談

 

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
予
算
額

 〔
平
成
22
年
度
〕
５
８
１
万
６
千
円  

（
う
ち
県
補
助
金
５
７
６
万
８
千
円
）
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シ
リ
ー
ズ
障
が
い
者
福
祉

障
が
い
福
祉
課
（
☎
㉑
５
５
５
８
）

　

今
回
は
、
障
が
い
者
が
利
用

で
き
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス　

自
宅
で
の
入
浴
・
排
せ
つ
・
食

事
の
介
助
、
家
事
の
援
助

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

障
が
い

児
へ
の
基
本
的
な
動
作
の
指

導
・
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ　

介
護
者
が

病
気
の
と
き
な
ど
の
施
設
で
の

短
期
間
の
介
護

生
活
介
護　

昼
間
に
お
け
る
施

設
で
の
入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事

の
介
助
、
創
作
的
活
動
な
ど

自
立
訓
練　
身
体
機
能
・
生
活
能

力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練

就
労
継
続
支
援　

働
く
場
の
提

供
、
知
識
・
能
力
向
上
の
た
め

の
訓
練

就
労
移
行
支
援　

就
労
に
必
要

な
知
識
・
能
力
向
上
の
た
め
の

訓
練

施
設
入
所
支
援　

施
設
入
所
者

へ
の
入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事
の

介
助
な
ど

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

共
同
生
活

を
行
う
住
居
で
の
相
談
・
日
常

生
活
上
の
援
助

移
動
支
援　

屋
外
で
の
移
動
が

困
難
な
人
へ
の
外
出
時
の
付
き

添
い
な
ど

費
用　

原
則
、
１
割
の
自
己
負

担
（
世
帯
の
収
入
に
よ
り
自
己

負
担
の
上
限
月
額
あ
り
）

申
し
込
み　

事
前
に
、
障
が
い

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福

祉
健
康
課
へ

 

予
算
額〔
平
成
22
年
度
〕
10
億
４
５

 

２
８
万
８
千
円  （
う
ち
国
・
県
補
助

 

金
な
ど
７
億
８
０
３
４
万
２
千
円
）

　

７
月
27
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
で
「
人
権
教

育
を
す
す
め
る
市
民
の
集
い
」

を
開
催
し
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

の
山
本
健
治
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
人
権
は
人
を
思
い
や
る
心
か
ら

始
ま
る
〜
な
に
げ
な
い
言
葉
が

人
を
追
い
つ
め
て
し
ま
う
〜
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
高
度
経
済
成

長
時
代
に
企
業
戦
士
と
し
て
働

き
、
市
議
会
議
員
・
府
議
会
議

員
を
経
て
雑
誌
記
者
と
な
り
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
た
立
場
か
ら
、
現
代
社

会
の
人
権
問
題
を
、「
社
会
問

題
と
し
て
は
っ
き
り
見
え
て
い

一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

  

人
権
教
育
を
す
す
め
る

  

市
民
の
集
い
か
ら

る
こ
と
」
と
「
水
面
下
に
沈
ん

で
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ

と
」
の
両
面
か
ら
具
体
的
に
提

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
っ
き
り
見
え
て
い
る
人
権

問
題
と
し
て
は
、
人
種
差
別
の

問
題
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
人
権
侵
害
、
都
市
と
地
方
の

経
済
格
差
、
児
童
虐
待
な
ど
の

問
題
を
、
ま
た
、
水
面
下
に
沈

ん
で
見
え
に
く
く
な
っ
た
人
権

問
題
と
し
て
は
、
結
婚
や
就
職

に
関
す
る
身
元
調
査
な
ど
の
問

題
を
取
り
上
げ
、
わ
た
し
た
ち

国
民
一
人
一
人
が
こ
れ
ら
の
問

題
に
関
心
を
持
っ
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
、
社
会
は
良
く
な

っ
て
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
を

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
普
段
か
ら

「
お
か
し
い
」
と
思
い
な
が
ら

も
、
忙
し
く
過
ぎ
去
る
日
々
の

中
で
、
そ
の
状
況
に
慣
れ
て
し

ま
い
、
自
分
に
か
か
わ
る
問
題

と
し
て
と
ら
え
き
れ
な
か
っ
た

り
、
隠
れ
た
人
権
問
題
を
見
抜

け
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
山
本
さ
ん
は
、
15
年

間
続
け
て
い
る
駅
前
掃
除
の
活

動
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
出
会
い
、
そ
こ
か
ら
見
え
て

き
た
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
に
対
す
る
中
傷
な
ど
で

め
げ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
多
く
の
人

と
の
心
温
ま
る
出
会
い
に
よ
っ

て
励
ま
さ
れ
、
今
に
至
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
活
動
を
継
続

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の

人
と
心
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
、
実
は
自
分
の
心
を
磨

い
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
と

語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
こ
そ
「
継
続
は
力
」
で

あ
り
、
行
動
で
示
す
こ
と
の
大

切
さ
で
す
。

　

最
後
に
、「
人
間
の
心
が
す

べ
て
を
決
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
を
、周
り
の
保
護
者
、

先
生
、
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て

育
て
て
い
こ
う
」
と
講
演
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
を
通
じ
、
大
人

の
姿
を
見
て
育
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
責
任
の
重
さ

を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
と
と
も

に
、
多
く
の
気
付
き
と
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。
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市
内
で
は
、
交
差
点
で
の
衝

突
事
故
や
追
突
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
郊
外
で

信
号
が
無
く
、
見
通
し
の
良
い

交
差
点
で
の
出
会
い
頭
の
衝
突

事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
見
通
し
が
良
く
、
い
つ
も

通
っ
て
い
る
道
だ
か
ら
」̶

̶

こ
の
よ
う
な
油
断
が
、
事
故
原

因
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

交
差
点
で
の
事
故
は
、
死
亡

事
故
に
直
結
し
ま
す
。

　

交
差
点
の
手
前
で
は
、
速
度

を
控
え
、
左
右
の
安
全
確
認
を

し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
時
停
止
場
所
で
は
、

必
ず
一
時
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
日
暮

れ
が
早
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
動
車
や
自
転
車
の
ラ
イ
ト

は
早
め
に
点
灯
し
、
ま
た
、
歩

行
者
の
皆
さ
ん
は
、
明
る
い
服

装
や
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

出
会
い
頭
の
衝
突
事
故
多
発
！

10
月
１
日
〜
12
月
31
日

「
夕
暮
れ
時
、
ち
ょ
っ
と
早
め
の

ラ
イ
ト
・
オ
ン
」
運
動

　

昨
年
１
年
間
、
三
重
県
警
察

で
は
９
丁
（
う
ち
伊
勢
警
察
署

は
１
丁
）
の
拳
銃
を
押
収
し
、

被
疑
者
を
検
挙
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
が
、
拳

銃
の
根
絶
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
情
報
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
伊
勢
警
察
署

へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
か
ら

拳
銃
の
根
絶
を
！

◆拳銃110番報奨制度◆
　実名・匿名を問わず、皆さんから
の情報により銃器などが押収され、
被疑者が検挙されたとき、状況に応
じて報奨金が支払われます。

 ・ ・知り合いが拳銃を持っている
 ・ ・近所に怪しい拳銃マニアがいる

などは…☎0120-10-3774へ

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

ジュウ　ミ ナ ナ シ

シ
リ
ー
ズ
防
災

危
機
管
理
課
（
☎
㉑
５
５
２
３
）

　

東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、

南
海
地
震
な
ど
の
プ
レ
ー
ト
境

界
型
地
震
（
海
の
中
を
震
源
と

す
る
地
震
）が
発
生
し
た
場
合
、

津
波
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

海
辺
で
地
震
を
感
じ
た
ら
、

揺
れ
が
小
さ
く
て
も
、
す
ぐ
に

高
い
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

■
津
波
の
特
徴

 
・・
速
さ
は
大
変
速
い

 

・・
引
き
潮
で
始
ま
る
と
は
限
ら

な
い

 

・・
高
さ
は
場
所
に
よ
っ
て
違
う

 

・・
繰
り
返
し
や
っ
て
来
る
（
第

１
波
が
最
大
と
は
限
ら
な
い
）

 

・・
川
や
水
路
を
さ
か
の
ぼ
る

 

・・
た
と
え
50
㎝
程
度
の
高
さ
の

津
波
で
も
、
人
は
立
っ
て
い
ら

れ
な
い

津
波
が
来
る
前
に
避
難
を

　

津
波
が
来
て
か
ら
避
難
を
始

め
て
い
て
は
遅
い
で
す
。
津
波

が
進
む
速
度
は
非
常
に
速
い
の

で
す
。

　

海
岸
の
近
く
に
い
て
、
揺
れ

を
感
じ
た
り
、
津
波
情
報
を
聞

い
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
避
難
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
経
路
を
普
段
か
ら
考
え

て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
慌
て
ず
に
す
み
ま
す
。

　

海
水
浴
や
釣
り
な
ど
で
海
岸

へ
行
っ
た
と
き
は
、
ど
こ
へ
避

難
し
た
ら
よ
い
か
、
あ
ら
か
じ

め
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
逃
げ
遅
れ
そ
う
に
な

っ
た
ら
、
近
く
の
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
建
物
の
高
い
階

へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

陸
上
に
駆
け
上
が
っ
た
津
波

に
は
、
高
さ
が
50
㎝
程
度
で
も

人
が
立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
る

ほ
ど
の
強
い
力
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
形
に
よ
っ
て
は
、
予

想
さ
れ
る
高
さ
以
上
の
津
波
が

押
し
寄
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

津
波
注
意
報
を
聞
い
た
と
き

は
、
海
岸
に
近
づ
か
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
津

波
警
報
や
大
津
波
警
報
を
聞
い

津
波
警
報
・
津
波
注
意
報
が

発
表
さ
れ
た
ら

た
ら
、
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。

津波に関する警報・注意報

大津波警報
高い所で 3m程度の津
波が予想される場合に
発表される

津波警報
高い所で 1m ～ 2m 程
度の津波が予想される
場合に発表される

津波注意報
高いところで 50㎝程
度の津波が予想される
場合に発表される

津
波
へ
の
備
え
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 おはなし会
★ピッポの会・紙芝居　10月17日㈰、午前11時～
※場所は、１階・おはなしのへやです。

 図書館おはなし会＆工作
と　き　10月23日㈯、午後３時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内　容　ハロウィーンにちなんだお話を読んだ後、
　　　　魔法のステッキを作ります

 上映会
と　き　10月16日㈯、午後２時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「ヴェルサイユ訪問」

 古雑誌・古本リサイクルフェア
と　き　10月23日㈯・24日㈰、午前11時～午後３時
　　　　〔23日㈯は午前10時30分から整理券を配布〕
ところ　２階・ホール
内　容　保存期限を過ぎた雑誌・図書、家庭で不用
　　　　になった本をリサイクルします
※23日㈯は１人１回の入場で 10冊まで、24日㈰は
　入場・冊数とも制限はありません。

開館時間　午前9時～午後7時

 おはなし会
と　き　毎週土曜日、午後２時30分～
ところ　１階・おはなしコーナー
内　容　絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
と　き　10月28日㈭、午前11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊びなど

 上映会
と　き　10月10日㈰、午後１時30分～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「ストリート・レーサー　ミッドナイト・バ
　　　　トル」（日本語吹き替え）

 読書感想画展
と　き　10月９日㈯～19日㈫
ところ　２階・展示ホール

伊勢図書館 小俣図書館

伊勢図書館
☎㉑0077・FAX㉑0078　休館日  毎週水曜日、第2金曜日
小俣図書館　
☎㉙3900・FAX㉙3902　
休館日  毎週火曜日、第2金曜日
　　　　10月５日㈫～ 14日㈭〔特別整理日〕

指定管理委託料　1億2,060万円
利用件数　49万1,043件（平成21年度）

番組制作・放送予算額〔平成22年度〕　2,336万6千円

※放送時間や内容は、変更することがあります。

伊勢市行政チャンネル番組表
〔アナログ10ch・デジタル123ch〕 広報広聴課（☎㉑5515）

 伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」
放送時間　午前６時・９時・正午・午後３時・６時・９時～

■特集　ふるさと未来づくり
■お知らせ　

※詳しくは、アイティービーのチャンネ
ルガイド・ホームページ・電子番組表
(EPG) をご覧ください。※放送時間や内容は 変更することがあります

ケーブルテレビ番組案内

9/27～ 10/3　環境フェア、健康の日啓発事業 心の健康づく
り講座、御薗ラブリバーふれあい祭り　10/4～ 10　市民芸能
祭　10/11 ～ 17　高齢者インフルエンザ、夫婦岩の月の出、
上下水道料金などの口座振替　10/18～ 24　ええやんか！環
境活動助成金、病院まつり、市民芸能祭、夫婦岩の月の出　
10/25～ 31　いい歯の日、市民芸能祭、特定健診受診しまし
たか？

■企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
10/2～ 8　ぐるぐるグルメ、ゲートボールスパーク！、探歩々
隊、ビーチブレイク、ニュース特集、美し国の食卓　10/9 ～
15　年寄万歳～百歳になったら～、トップに聞く、フォトスケ
ッチ、8ミリフィルムに残る風景、伊勢音楽堂　10/16 ～ 22
　どうやって作ってるの？、放課後クラブ、プレゼントくださ
い、それぞれの生き方、やすらぎのマイホーム、美し国の食卓
10/23 ～ 29　散歩、ひよこくらぶ、わが街 運動自慢、この
まちのあしあと、くつろぎの時間、レディースアングラー　
10/30 ～ 11/5　ぐるぐるグルメ、ゲートボールスパーク！、
探歩々隊、ビーチブレイク、ニュース特集、美し国の食卓
※10/9 ～ 17に「特別番組 神嘗祭奉祝」を放送します。

アイティービーコミュニティチャンネル番組表
〔アナログ８ch・デジタル121ch〕

㈱アイティービー（☎フリーコール0120・270・089）
放送時間　午前６時～翌日午前２時

■アイティービーニュース  
・・月曜日～金曜日の午後7時に更新し、午後7時・8時・9時・
10時・11時に放送

 市議会放送
　市議会9月定例会本会議および決算特別委員会を、会議があっ
た日の翌日の午後2時と午後7時から放送します。
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申
し
込
み　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課

   

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
　
　
　
　
　
参
加
費
な
ど
の
記
載

   　
　
　
　
　
の
な
い
も
の
は
無
料

　

問
い
合
わ
せ

　

健
康
課
（
☎
㉗
２
４
３
５
）

　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒
７
８
７
０
）

　

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課（
☎
42
１
１
１
３
）

　

〔　
　

  　
　

〕予算
額
は
、
す
べ
て
平
成
22
年
度
分
で
す
。

と
き　

10
月
25
日
㈪
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生
後

６
カ
月
ま
で
）の
保
護
者

内
容　

離
乳
食（
初
期
〜
中
期
）

の
お
話
と
試
食

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

10
月
１
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

予
算
額　

約
28
万
７
千
円（
15
回
分
）

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

下
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

お
い
し
く
塩
分
を
控

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　

35
万
円
（
60
回
分
）

と　き ところ 定員
（先着順）

10月12日㈫ 小俣保健センター 35人

10月16日㈯ 福祉健康センター 30人

10月22日㈮ ハートプラザみその 30人

10月23日㈯ 溝口会館 20人

10月27日㈬ 福祉健康センター 30人

ヘルスメイト料理講習会

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

集
団
検
診
（
12
月
〜
３
月
分
）

と
き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お

り対
象　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

30
歳
以
上
の
人
（
１
年
度
に
つ

き
１
回
）

検
診
内
容　

①
乳
が
ん
検
診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）、
②
子
宮

頸
が
ん
検
診

定
員　

①
午
前
45
人
・
午
後
50

人
、
②
午
後
70
人
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選
）

料
金　

①
１
２
０
０
円
、
②
１

４
０
０
円
（
い
ず
れ
も
70
歳
以

上
は
無
料
）

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
（
①
の

み
）、
健
康
手
帳
・
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
（
持
っ
て
い
る
人
）

申
し
込
み　

10
月
31
日
㈰
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が

き
・
FAX（
記
入
例
参
照
）で
健
康

課
（
〒
516

－

0076
八
日
市
場
町
13

－

１
）へ
、
ま
た
は
直
接
健
康
課

・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
へ

公
開
抽
選

と
き　

11
月
８
日
㈪

と
こ
ろ　

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

※
抽
選
結
果
は
、
11
月
中
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、授
乳
中
・

妊
娠
中
・
妊
娠
の
可
能
性
が
あ

る
人
は
、
受
診
を
避
け
て
く
だ

さ
い
。

乳がん・子宮がん集団検診
とき ところ

12月16日㈭ ハートプラザみその

12月20日㈪ 中央保健センター

 １月13日㈭ 二見老人福祉センター

 １月24日㈪ 中央保健センター

 ２月 ７日㈪ 小俣保健センター

 ２月14日㈪ 中央保健センター

 ３月 ３日㈭ 小俣保健センター
※受け付けは、午前10時～ 11時・午後１時  
　～２時30分です。

①検診日時（午前・午後も必ず記入）
　乳がん　　第１希望　平成□年□月□日・午前
　　　　　　第２希望　平成□年□月□日・午後
　子宮がん　第１希望　平成□年□月□日・午前
　　　　　　第２希望　平成□年□月□日・午後
②住所　岩渕1丁目7-29
③氏名　伊勢 花子
④生年月日　昭和□年□月□日
⑤日中の連絡先　090- □□□□ - □□□□

申し込み記入例（はがき・ファクス）

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

日
本
脳
炎
の
免
疫
を
つ
け
る

た
め
に
は
、
３
回
接
種
が
必
要

で
す
。

　

１
期
で
３
回
接
種
し
て
い
な

い
９
歳
〜
13
歳
未
満
の
人
は
、

接
種
し
て
い
な
い
分
を
定
期
と

し
て
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
２
期
（
９
歳
〜

13
歳
未
満
の
人
）
の
接
種
も
新

ワ
ク
チ
ン
で
再
開
し
ま
し
た
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
で
、
予

診
票
の
な
い
人
は
、
母
子
手
帳

を
持
っ
て
健
康
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

え
た
料
理

参
加
費　
３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

10
月
１
日
㈮
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

が
ん
検
診
予
算
額　

約
２
億
１
９

４
８
万
２
千
円
（
う
ち
国
・
県
補

助
金
７
１
１
万
９
千
円
）

※
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
集
団
検
診

分
は
約
１
０
４
９
万
３
千
円
（
26

回
分
）
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高
齢
者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
る
と
、
肺
炎
な
ど
を
併

発
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

 

・
65
歳
以
上
の
人

 

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
に
障
が
い

（
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
程
度
）が
あ
る
人

 

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
）に
よ
り
免
疫
機
能
に
障
が
い

（
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

能
な
程
度
）
が
あ
る
人

期
間　

10
月
１
日
㈮
〜
平
成
23

年
３
月
31
日
㈭

料
金　

１
０
０
０
円

持
ち
物　

健
康
保
険
証
、
健
康

手
帳

※
１
人
１
回
に
限
り
ま
す
。

予
算
額　

５
０
８
７
万
５
千
円

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
対
象
で
な
い
人

期
間　

10
月
１
日
㈮
〜
平
成
23

年
３
月
31
日
㈭

接
種
回
数

 

・
13
歳
未
満
の
人
…
２
回

 

・
13
歳
以
上
の
人
…
１
回

※
13
歳
以
上
の
人
で
も
、
著
し

く
免
疫
反
応
が
抑
制
さ
れ
て
い

る
な
ど
医
師
が
必
要
と
認
め
る

場
合
は
、２
回
接
種
で
き
ま
す
。

料
金　
１
回
目
…
３
６
０
０
円
、

２
回
目
…
２
５
５
０
円
（
１
回

目
と
異
な
る
医
療
機
関
で
接
種

す
る
場
合
は
３
６
０
０
円
）

持
ち
物　

健
康
保
険
証
、
母
子

健
康
手
帳
、
健
康
手
帳

予
算
額　

約
９
３
４
９
万
５
千
円

（
う
ち
国
補
助
金
６
０
８
３
万
２

千
円
）

必
要
書
類（
②
の
み
）

 

・・
２
回
目
の
接
種
が
確
認
で
き

る
母
子
健
康
手
帳
の
ペ
ー
ジ
の

写
し
、
ま
た
は
予
防
接
種
済
証

 

・・
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
が
確
認

で
き
る
領
収
書
（
２
回
分
）

 

・・
振
込
先
口
座
が
分
か
る
物

申
請（
①
②
共
通
）　

印
鑑
を

持
参
し
、
健
康
課
・
生
活
支
援

課
・
各
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
・

各
支
所
へ

※
申
請
書
は
、
各
申
請
先
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

  

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

  

予
防
接
種

診療時間 診療科目 ■内科・小児科（☎㉕8795）、歯科（☎㉗0829）
■重症の人や左表以外の診察
 ・救急医療情報センター　☎㉘1199、音声自動案内☎0800-100-1199
 ・・医療ネットみえのホームページ　http://www.qq.pref.mie.jp/

休日
日曜日・祝日10:00 ～ 17:00
（12:00 ～ 13:00 を除く）

内科・小児科・歯科

夜間 毎日　19:30 ～ 22:00 内科・小児科

休日・夜間応急診療所（八日市場町） 予算額　9,409万5千円（うち他町分担金・診療所収入7,336万円）

内　容 と　き ところ 問い合わせ先

子育て相談

10月  ５日㈫
 ９:30 ～ 11:00
13:30 ～ 15:00

二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課
10月 12日㈫ 中央保健センター 健康課
10月 19日㈫ ハートプラザみその 健康課
10月 26日㈫ 小俣保健センター 小俣保健センター

保健師・保育士の
子育て健康相談

子育て健康相談、身長・体重
測定、親子ふれあい遊びなど

10月  １日㈮
13:30 ～ 15:00

四郷地区
コミュニティセンター

健康課
10月 22日㈮

大湊地区
コミュニティセンター

成人健康相談
成人栄養相談

（成人栄養相談は要予約）

10月  ６日㈬  ９:30 ～ 11:00 小俣保健センター 小俣保健センター
10月 14日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその 健康課
10月 21日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター 健康課
10月 27日㈬  ９:30 ～ 11:00 二見老人福祉センター 二見総合支所福祉健康課

エイズ検査 毎週火曜日  ９:00 ～ 11:00
伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）

伊勢保健福祉事務所
（☎㉗5148）

毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00
こころの健康相談
（要予約）

10月28日㈭ 13:00 ～ 15:00

主な相談など

（　　　　　　　　　　　 　　）

予算額　117万２千円（子育て相談48回分・子育て健康相談54回分）
　　　　82万1千円〔うち国・県補助金40万5千円〕（成人健康相談48回分）

※対象は、問い合わせ先が伊勢保健福祉事務所となっているものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。

　
 

高
齢
者
以
外
の

　
 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
 

予
防
接
種

①
平
成
22
年
度
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
、
ま
た
は
生
活
保
護

受
給
世
帯
の
人

　

接
種
す
る
１
週
間
前
ま
で
に

申
請
を
す
る
と
、
接
種
費
用
が

無
料
と
な
り
ま
す
。

②
平
成
22
年
度
市
民
税
課
税
世

帯
に
属
す
る
中
学
生
ま
で
の
人

で
、
２
回
接
種
を
し
た
人

　

２
回
目
を
接
種
し
た
後
に
申

請
を
す
る
と
、
２
１
５
０
円
助

成
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
を
対
象
と
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
、次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
ワ
ク
チ
ン
は
、

ど
ち
ら
も
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
一

つ
に
な
っ
た
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
実

施
医
療
機
関（
14
ペ
ー
ジ
参
照
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

予
防
接
種
費
用
の
軽
減
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高齢者インフルエンザ・新型インフルエンザ予防接種実施医療機関         
医療機関名 住所 電話番号 高

齢
新
型 医療機関名 住所 電話番号 高

齢
新
型

伊
　
　
　
　
　
勢
　
　
　
　
　
市

 整形外科網谷医院 八日市場町 28-1122 ○ ○

伊
　
　
　
　
　
勢
　
　
　
　
　
市

 なかむら心身医学クリニック 御薗町新開 31-0010 ○

 荒木内科循環器科 西豊浜町 38-0555 ○ ○  ながや内科クリニック 船江 3丁目 27-3000 ○ ○

 池田耳鼻咽喉科 浦口 2丁目 28-7040 ○ ○  西井耳鼻咽喉科 一志町 24-3387 ○ ○

 石橋外科内科 河崎 2丁目 28-5902 ○ ○  西山医院 宇治浦田2丁目 22-3376 ○ ○

 伊勢慶友病院 常磐 2丁目 22-1155 ○ ○  西山クリニック 一之木 2丁目 21-2480 ○ ○

 伊勢外宮前クリニック 宮後 1丁目 21-1115 ○ ○  ハートクリニック福井 御薗町長屋 26-2111 ○ ○

 いせ在宅医療クリニック 御薗町高向 20-8104 ○ ○  橋上内科皮フ泌尿器科医院 岩渕 2丁目 28-3402 ○ ○

 伊勢志摩腎クリニック 村松町 38-2622 ○ ○  畠中医院 大湊町 36-4572 ○ ○

 伊勢志摩レディスクリニック 黒瀬町 21-0800 ○ ○  花田小児科医院 中島 2丁目 28-5068 ○ ○

 市立伊勢総合病院 楠部町 23-5111 ○  濵口医院 神社港 36-4671 ○ ○

 いせはまごうくらた内科 黒瀬町 21-5252 ○ ○  はまぐち内科クリニック 上地町 20-9888 ○ ○

 伊勢民主診療所 浦口 4丁目 24-7156 ○ ○  林産婦人科内科 小俣町相合 24-8686 ○ ○

 いせ山川クリニック 小木町 31-0031 ○ ○  林耳鼻咽喉科クリニック 楠部町 20-3387 ○ ○

 いど胃腸科クリニック 一志町 28-3357 ○ ○  東谷呼吸循環器科 神久 5丁目 22-1181 ○ ○

 今一色診療所 二見町今一色 42-0202 ○ ○  東山胃腸科内科 小俣町元町 22-4309 ○ ○

 岩田医院 二俣 1丁目 28-5356 ○ ○  平澤クリニック 中須町 23-0855 ○ ○

 うにた医院 宮町 1丁目 25-0161 ○ ○  藤井整形外科クリニック 楠部町 26-2001 ○ ○

 うめだクリニック 小木町 31-3330 ○ ○  ふじさとこどもクリニック 藤里町 20-0220 ○ ○

 海野内科 浦口 2丁目 23-1211 ○ ○  藤原外科 常磐 1丁目 23-1258 ○ ○

 大西クリニック 宮後 3丁目 28-5570 ○ ○  二見浦内科 二見町茶屋 42-1122 ○ ○

 大西皮ふ科 岡本 3丁目 23-0322 ○ ○  堀胃腸科医院 河崎 1丁目 28-7556 ○ ○

 尾崎内科 河崎 2丁目 28-5955 ○ ○  松田内科 桜木町 23-3131 ○ ○

 おざき内科クリニック 御薗町高向 20-0155 ○ ○  松葉内科 本町 28-7802 ○ ○

 越智医院 小俣町明野 37-2275 ○ ○  松村ヒフ科医院 吹上 1丁目 28-2612 ○ ○

 小野循環器科・内科 御薗町長屋 21-0660 ○ ○  松本医院 神社港 36-4693 ○ ○

 小原産婦人科 宮後 1丁目 28-8111 ○ ○  まつもとクリニック 黒瀬町 20-6911 ○ ○

 かとうクリニック 一之木 4丁目 63-5111 ○ ○  宮村医院 河崎 1丁目 28-4747 ○ ○

 かとう耳鼻咽喉科 小木町 35-0700 ○ ○  村島耳鼻咽喉科 河崎 1丁目 22-1080 ○

 角前胃腸科医院 藤里町 23-5211 ○ ○  村松有滝診療所 村松町 38-1212 ○ ○

 亀谷内科胃腸科 岩渕 1丁目 22-1105 ○ ○  森本内科・循環器科 河崎 1丁目 28-0101 ○ ○

 河北内科 小木町 36-3141 ○ ○  やのはらクリニック 小俣町相合 25-8741 ○ ○

 河口外科 神田久志本町 23-2288 ○ ○  山口内科 宮川 1丁目 28-6808 ○ ○

 河崎クリニック 河崎 1丁目 28-0100 ○  やまぐちレディースクリニック 小俣町本町 21-3001 ○ ○

 神田小児科 河崎 1丁目 22-4545 ○ ○  山﨑外科内科 楠部町 22-2218 ○ ○

 菊川産婦人科 一之木 5丁目 23-1515 ○ ○  山添整形外科 岡本 2丁目 23-1212 ○ ○

 木村クリニック 船江 1丁目 21-0002 ○ ○  やまなかこどもクリニック 小俣町相合 20-8005 ○ ○

 久保内科診療所 一之木 3丁目 28-8718 ○ ○  山本医院 二見町溝口 44-2323 ○ ○

 倉田医院 常磐 2丁目 28-7555 ○ ○  山本内科クリニック 津村町 39-7717 ○ ○

 くわやま整形外科リハビリクリニック 西豊浜町 38-0038 ○ ○  由井耳鼻咽喉科 岩渕 2丁目 27-1187 ○ ○

 心のクリニックいせ 大世古 3丁目 28-0806 ○

玉
城
町

 神戸クリニック 佐田 58-8499 ○ ○

 小崎外科産婦人科 勢田町 23-0123 ○ ○  久瀬医院 佐田 58-3120 ○ ○

 小林胃腸科内科 馬瀬町 36-6500 ○ ○  篠塚小児科 下田辺 58-6300 ○

 斎田耳鼻咽喉科 藤里町 24-1110 ○ ○  たまき玉川クリニック 玉川 58-1525 ○ ○

 さいとう内科呼吸器科三重スリープクリニック 小俣町相合 29-1159 ○ ○  玉城病院 佐田 58-3039 ○ ○

 さかとく小児科 小木町 31-1511 ○ ○  中嶋医院 蚊野 58-7067 ○ ○

 清水内科 神田久志本町 22-0100 ○ ○  なかむら耳鼻咽喉科 玉川 58-0550 ○ ○

 鈴木小児科クリニック 岩渕 2丁目 27-2611 ○ ○ 度
会
町

 越智ファミリークリニック 大野木 62-2255 ○ ○

 鷲見内科 宮後 1丁目 28-2953 ○ ○  森本医院 棚橋 62-0140 ○ ○

 高見内科 岡本 1丁目 28-3931 ○ ○  わたらい診療所 麻加江 64-1010 ○ ○

 宅間内科 船江 3丁目 22-0808 ○ ○
南
伊
勢
町

 小島医院 村山 76-2000 ○ ○

 田中病院 曽祢 1丁目 25-3111 ○ ○  宿田曽診療所 田曽浦 0599-69-2015 ○ ○

 玉石産婦人科 御薗町長屋 22-5656 ○ ○  関岡クリニック 五ヶ所浦 0599-67-0070 ○ ○

 堤内科クリニック 西豊浜町 37-5030 ○ ○  南島メディカルセンター 東宮 72-0001 ○ ○

 積木内科小児科 岡本 3丁目 28-3738 ○ ○  町立南伊勢病院 五ヶ所浦 0599-66-0011 ○ ○

 でぐち内科クリニック 二見町荘 44-1711 ○ ○

大
紀
町

 あゆみ診療所 滝原 0598-86-3111 ○ ○

 寺田クリニック 小木町 31-2000 ○ ○  大野医院 大内山 0598-72-2012 ○ ○

 寺田外科医院 一志町 23-1561 ○ ○  小関医院 錦 0598-73-2222 ○ ○

 寺村内科クリニック 中之町 20-3100 ○ ○  小関ひろしクリニック 錦 0598-75-1000 ○ ○

 德田ファミリークリニック 倭町 28-8425 ○ ○  杉の子クリニック 大内山 0598-72-4600 ○ ○

 冨川医院 小俣町元町 22-2626 ○ ○  瀧原診療所 滝原 0598-86-3122 ○ ○

 富澤内科 一之木 1丁目 28-2295 ○ ○  七保診療所 打見 0598-83-2016 ○ ○

 永井こどもクリニック 八日市場町 28-2010 ○ ○  宮原医院 阿曽 0598-86-3555 ○ ○

※実施医療機関の変更があった場合は、「広報いせ」などでお知らせします。
※このほか、県内の医療機関でも実施しています。詳しくは、健康課へ問い合わせてください。
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情
報
コ
ー
ナ
ー

﹇
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
﹈

募 
集

看
護
師
を
募
集

伊
勢
総
合
病
院
総
務
課
（
☎
㉓
５
１
１
１
）

採
用
予
定
人
数　

20
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和
36
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
免
許
を
有

す
る
人
ま
た
は
平
成
23
年
３
月
に
学
校

を
卒
業
し
免
許
取
得
見
込
み
の
人

申
し
込
み
期
間　

９
月
27
日
㈪
〜
10
月

29
日
㈮
（
郵
送
の
場
合
は
10
月
27
日
㈬

の
消
印
有
効
）

試
験
日　

11
月
６
日
㈯

採
用
日　

平
成
23
年
４
月
１
日
（
免
許

未
取
得
の
人
は
免
許
取
得
後
）

※
募
集
要
項
・
受
験
申
込
書
は
同
課
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://hospital.ise. m

ie.

jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
病
院
内
の
保
育
所
に
託
児
で
き
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
の
中
途
採
用
者
も
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
後
評
価
原
案
へ
の
意
見
を
募
集

都
市
計
画
課
（
☎
㉑
５
５
０
９
）

　

市
で
は
、平
成
18
年
度
〜
22
年
度
に
、

国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
を
活
用

し
、
山
田
ル
ネ
サ
ン
ス
ゾ
ー
ン
地
区
と

小
俣
町
本
町
地
区
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
そ
の
成
果
な

ど
を
ま
と
め
た
事
後
評
価
の
原
案
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

原
案
の
公
表

と
き　

10
月
８
日
㈮
〜
21
日
㈭

と
こ
ろ　

同
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振

興
課

※
原
案
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
の
提
出

　

10
月
８
日
㈮
〜
21
日
㈭
（
当
日
消
印

有
効
）
に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

意
見
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒
516

－

8601
岩

渕
１
丁
目
７

－

29
、
FAX
㉑
５
５
８
５
、

ア
ド
レ
スtoshikei@

city.ise.m
ie.

jp

）
へ

講 

座

情報コーナー

市
民
公
開
講
座

伊
勢
総
合
病
院
総
務
課
（
☎
㉓
５
１
１
１
）

と
き　

11
月
７
日
㈰
、
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

と
こ
ろ　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

内
容　

講
演
「
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

胸
や
け
、
む
か
む
か
、
お
腹
い
た
〜
消

化
管
の
病
気
に
つ
い
て
〜
」
青
木
雅
俊

さ
ん(

伊
勢
総
合
病
院
内
科
医
長)

、

講
演
「
い
つ
ま
で
も
素
敵
な
女
性
で
！

〜
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
一
緒
に
の

り
こ
え
ま
せ
ん
か
！
〜
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
！
」
村
松

温
美
さ
ん
（
伊
勢
総
合
病
院
産
婦
人
科

科
長
）

開
催
経
費　

約
６
万
円

催
し
物

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
㉑
５
６
３
５
）

と
き　

10
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
１
階
（
小
木
町
）

内
容　

市
の
審
査
会
入
賞
作
品
の
展
示
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戦
争
犠
牲
者
追
悼
式

生
活
支
援
課
（
☎
㉑
５
５
５
７
）

と
き　
10
月
21
日
㈭
、
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

戦
争
犠
牲
者
の
冥
福
と
恒
久
平

和
を
祈
念
し
ま
す

臨
時
無
料
バ
ス

 

・・
伊
勢
市
駅
前
三
交
定
期
バ
ス
11
番
乗

り
場
…
午
前
９
時
20
分
〜
50
分
に
２
台

運
行

 

・・
二
見
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
…
午
前
９

時
45
分
に
１
台
運
行

 

・・
小
俣
総
合
支
所
…
午
前
９
時
30
分
に

２
台
運
行

 

・・
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
…
午
前
９
時

45
分
に
１
台
運
行

予
算
額〔
平
成
22
年
度
〕
　

１
５
１
万
７
千
円

伊
勢
市
民
芸
能
祭

文
化
振
興
課
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

　

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

予
算
額
〔
平
成
22
年
度
〕
　

１
３
０
万
円

とき 内容 ところ
10月10日㈰ 10:30 ～ 16:00 邦楽・舞台芸能

生涯学習センター
いせトピア

10月24日㈰ 13:00 ～ 16:30 吟詠剣詩舞

10月31日㈰
10:30 ～ 12:30 器楽
13:30 ～ 16:20 合唱

11月 ３日㈷  ９:40 ～ 16:00 能楽・伝統芸能
11月14日㈰ 13:30 ～ 16:30 洋舞① 観光文化会館

11月21日㈰ 13:00 ～ 15:30 洋舞②
生涯学習センター
いせトピア

11月23日㈷ 10:30 ～ 16:00 邦舞（日舞・民踊） 観光文化会館

伊勢市民芸能祭

※開場は、いずれも開演30分前です。
※洋舞①はバレエ・モダンダンス・フラダンス、洋舞②はフォークダンス・ジャズダンス・
　レクダンスなどです。

外
城
田
川
清
掃
活
動

小
俣
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
・
外
城
田

川
河
川
美
化
協
力
会
（
☎
㉒
７
８
５
８
）

と
き　

10
月
17
日
㈰
（
雨
天
の
場
合
は

10
月
24
日
㈰
）、
午
前
８
時
〜
10
時

と
こ
ろ　

五
十
鈴
橋
西
側
〜
野
名
面
橋

集
合
場
所

 

・・
外
城
田
川
沿
線
自
治
区
…
各
自
治
区

が
指
定
す
る
場
所

 

・・
一
般
参
加
者
…
小
俣
図
書
館
北
側

（
外
城
田
川
堤
防
側
）

内
容　

堤
防
の
草
刈
り
、
ご
み
拾
い

持
ち
物　

作
業
が
で
き
る
服
装
・
軍
手
・

か
ま
な
ど

も
っ
た
い
な
い
フ
ェ
ア

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
☎
38
２
８
０
０
）

と
き　

12
月
４
日
㈯
、
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
西

豊
浜
町
）

内
容　

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
体
験
・

展
示
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
紹
介
な
ど

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集

申
し
込
み　

10
月
１
日
㈮
〜
11
月
５
日

㈮(
当
日
消
印
有
効)

に
、
往
復
は
が

き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
主
な
出
品
物
を
記
入
し
、
同
プ

ラ
ザ(

〒
515

－

0505
西
豊
浜
町
６
５
３)

へ

※
申
し
込
み
は
、
１
組
に
つ
き
１
枚
と

し
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公
開
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

情報コーナー

開
催
経
費　

約
６
万
円
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と
き　

10
月
31
日
㈰
、
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分

と
こ
ろ　

伊
勢
総
合
病
院

テ
ー
マ　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

地
域

と
と
も
に
歩
む
病
院

内
容　

整
形
外
科
医
師
・
麻
酔
科
医
師
・

神
経
内
科
医
師
に
よ
る
講
演
、
手
術
室

な
ど
の
探
検
ツ
ア
ー
、
屋
台
、
バ
ザ
ー

な
ど

病
院
ま
つ
り

伊
勢
総
合
病
院
（
☎
㉓
５
１
１
１
）

開
催
経
費　

約
20
万
円

お
知
ら
せ

！！10
月
１
日
〜
７
日

公
証
週
間

伊
勢
公
証
役
場
（
☎
㉘
６
５
０
６
）

　

金
銭
の
貸
し
借
り
・
不
動
産
売
買
な

ど
の
大
切
な
契
約
や
、
遺
言
を
残
し
た

り
す
る
と
き
は
、
公
正
証
書
の
作
成
を

お
勧
め
し
ま
す
。

10
月
18
日
〜
24
日

行
政
相
談
週
間

広
報
広
聴
課
（
☎
㉑
５
５
１
５
）

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
要
望
や
苦
情

を
聞
き
、
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。

　

毎
月
、
相
談
日
を
設
け
て
、
同
課
・

二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・
小
俣
総

合
支
所
地
域
振
興
課
で
、
行
政
相
談
委

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（
19
ペ

ー
ジ
参
照
）

情報コーナー

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら
任
命

さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る
文
書
で
、

原
本
は
公
証
役
場
で
保
管
さ
れ
る
た
め
、

紛
失
や
改
ざ
ん
の
心
配
が
な
く
、
内
容

の
秘
密
も
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

伊
勢
公
証
役
場
（
岩
渕
２
丁
目
５

－

１
三
銀
日
生
ビ
ル
３
階
）
で
は
、
無
料

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
月
２
日
㈯
・
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
に
も
、
無
料
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
協
力
し

世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
０
）

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
と
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
、
再
資
源

化
事
業
者
へ
売
却
し
た
収
益
金
の
一
部

を
寄
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
の

子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
、
命

を
救
お
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　

例
え
ば
、
キ
ャ
ッ
プ
を
８
０
０
個
集

め
る
と
、
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
ワ
ク

チ
ン
１
人
分
に
な
り
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
容
器
を
設
置

　

市
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
し

て
分
別
回
収
し
て
い
ま
す
が
、
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
運
動
を
進
め
る
た
め
、
資
源
拠

点
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、一
部
の
公
共
施
設
、

環
境
課
窓
口
に
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収

容
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

回
収
し
た
キ
ャ
ッ
プ
は
、
市
内
で
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
民
団
体
へ
渡
し
ま
す
。

　

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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三
重
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
㉑
５
６
３
５
）

と
き　

10
月
20
日
㈬
〜
11
月
３
日
㈷
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
・
４
階
選
挙

管
理
委
員
会
室
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・

祝
日
は
、
市
役
所
本
館
・
１
階
守
衛
室
）

不
動
産
公
売

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構

（
☎
津
０
５
９
・
２
１
３
・
７
３
５
５
）

と
き　

10
月
20
日
㈬
、
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

三
重
県
津
庁
舎
・
６
階
第
61

会
議
室
（
津
市
桜
橋
３
丁
目
４
４
６

－

34
）

市
内
の
売
却
物
件

所
在
地　
鹿
海
町
字
下
野
間
６
９
０
番
４

〈
土
地
〉

地
目　

宅
地

地
積　

１
５
８
・
87
㎡

情報コーナー
宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

市
民
交
流
課
（
☎
㉑
５
５
６
3
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
平
成

22
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
の
助
成

を
受
け
、
次
の
と
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
性
化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

    

・
太
鼓
購
入
…
出
雲
町
自
治
会

    

・
祭
り
用
具
購
入
…
大
世
古
町
会
連
合
会

 

・
文
化
・
学
習
活
動
用
備
品
購
入
…
津

村
町

〈
建
物
〉

種
類　

居
宅
・
作
業
場

構
造　

木
造
瓦
ぶ
き
２
階
建
て

床
面
積　

１
階
…
81
・
48
㎡
、
２
階
…

75
・
30
㎡

見
積
価
額　

３
６
９
万
円

※
詳
し
く
は
、
同
機
構
へ
問
い
合
わ
せ

る
か
、同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.zei-kikou.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

労
働
保
険（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）

は
、
国
が
管
理
・
運
営
す
る
強
制
的
な

保
険
で
、「
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴

収
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
農
林
水
産

業
の
一
部
を
除
く
）

　

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
し
て
い

な
い
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
速
や
か
に

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

三
重
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

（
☎
津
０
５
９
・
２
２
６
・
２
１
０
０
）

　

職
場
で
の
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
、
解

雇
、
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
な
ど
で
悩

ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

三
重
労
働
局
で
は
、
次
の
よ
う
な
解

決
援
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

無
料
で
利
用
で
き
、
匿
名
で
の
相
談

も
可
能
で
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

 

・・
労
働
相
談

 

・・
判
例
な
ど
に
基
づ
く
助
言

 

・・
三
重
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
話
し

合
い
の
機
会
の
設
定

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

労
働
局
が
サ
ポ
ー
ト

伊
勢
労
働
基
準
監
督
署
・
伊
勢
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
（
☎
㉘
２
１
６
４
）
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法　律
※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けている場合は、相談を受けるこ
とはできません。

とき／毎週月曜日、午後１時30分～３時30分〔10月11日は
祝日のため、10月12日㈫に行います〕　ところ／広報広聴
課（☎㉑ 5515）　対象／市内に住所を有する人　定員／8
人（定員を超えた場合は抽選）　申し込み／相談日当日の午
後１時15分までに広報広聴課へ来所

とき／ 10月7日㈭、午後1時 30分～ 3時 30分　とこ
ろ／福祉健康センター　対象／市内に住所を有する人　
定員／４人（定員を超えた場合は抽選）　 申し込み／9月
30日㈭～10月6日㈬に、社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗
2425）へ来所または電話

とき／ 10月21 日㈭、午後１時30分～３時 30分　とこ
ろ／社会福祉協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎
43 3994）　対象／市内に住所を有する人　定員／４人（定
員を超えた場合は抽選）　申し込み／10月14日㈭～20日
㈬に、社会福祉協議会二見支所へ来所または電話

交通事故
とき／第3水曜日（10月20日）、午後１時～３時　ところ／
広報広聴課（☎㉑ 5515）　定員／４人（先着順）　申し込み／
相談日当日の午前8時30分～11時に、広報広聴課へ電話

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時（受け付けは
午後3時30分まで）　ところ／三重県交通事故相談窓口〔三
重県栄町庁舎・3階〕（☎津 059・228・7350）　

行　政
とき／第２火曜日（10月12日）、午後1時～3時　ところ／
二見生涯学習センター　問い合わせ／二見総合支所地域振
興課（☎421111）

とき／第3火曜日（10月19日）、午後1時～3時　ところ／
広報広聴課（☎㉑ 5515）

とき／第 4火曜日（10月 26日）、午後1時～3時　ところ
／小俣公民館　問い合わせ／小俣総合支所地域振興課（☎
㉒ 7858）

登　記
とき／第2火曜日（10月12日）、午後1時～4時（受け付けは
午後3時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515）

人　権
とき／第2木曜日（10月14日）、午後1時～4時（受け付け
は午後3時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515）

とき／毎週火曜日・水曜日・金曜日、午前9時30分～午後4
時30分　ところ／津地方法務局伊勢支局（☎㉘ 6158）

公　証（遺言・契約証明）
とき／第1木曜日（10月7日）、午後１時～４時（受け付けは午後
2時まで）　ところ／広報広聴課（☎㉑ 5515） 

消費生活（架空請求など）
とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／伊
勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）

とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／
三重県消費生活センター〔三重県栄町庁舎・3階〕（☎津
059・228・2212）

多重債務（クレジット・消費者金融など）
とき／第３木曜日（10月21日）、午前9時30分～11時 30分
（受け付けは午前11時まで）　ところ／市役所本館・2階第1
会議室　定員／４人（先着順）　申し込み／相談日当日の午前８
時30分から伊勢市消費生　活センター（☎㉑ 5717） へ電話

婦　人
とき／月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　ところ／生
活支援課（☎㉑ 5556）

母　子
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／こども課（☎㉑5561）

家庭児童（18歳未満の子どもに関する相談・児童虐待の通告）

とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時 15分　と
ころ／こども課（☎㉑ 5709）

乳幼児
とき／月曜日～金曜日、午前 9時～午後４時　ところ／大
世古保育所（☎㉕ 3676）

幼児・小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど ）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
ところ／スマイルいせ〔小俣総合支所・3階〕（☎㉒
7867・㉒ 7887）
 臨床心理士によるカウンセリング（要予約）
とき／月曜日・水曜日・金曜日・午前9時～午後2時、火曜
日・木曜日・午前９時～午後5時　対象／小・中学生および
保護者

青少年（非行問題など）
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分  とこ
ろ／青少年相談センター〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒ 7894）

就　職
とき／毎週火曜日（10月5日・19日を除く）、午前10時～午後
4時　ところ／サンライフ伊勢　対象／市内に在住または通勤
している35歳以下の人またはその保護者、学校の進路担当教
諭　定員／５人（先着順）申し込み／おしごと広場みえ（☎津
059・222・3309）　または、商工労政課（☎㉑ 5568）へ電話

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など ）
とき／月曜日～金曜日・午前９時30分～午後６時、土曜日・日曜日・
祝日・午前９時30分～午後４時30分（実施しない場合があります）
ところ／障害者相談支援センター「ブレス」（岩渕2丁目
4-9、☎⑳ 6525） 　相談方法／電話・来所・訪問

高齢者在宅介護
とき／月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時15分　ところ
／地域包括支援センター（☎㉑ 5583）、東地域包括支援センター
（☎44 1165）、西地域包括支援センター（☎⑳ 5055）

とき／毎日24時間対応　ところ／各在宅介護支援セン
ター〔神路園（☎㉒6012）、双寿園（☎㉓ 9231）、白百
合園（☎㉗ 1511）、山咲苑（☎㉖ 2600）、正邦苑（☎38
1800）、みなと（☎35 0811）、楽寿苑（☎㉛ 0050）、二
見ふれあいプラザ（☎43 4423）、小俣（☎㉗ 1155）〕　
相談方法／電話・来所

心配ごと
とき／第1水曜日（10月6日）、午後1時～3時　ところ
／小俣保健センター　問い合わせ／社会福祉協議会小俣
支所（☎㉗ 0509）

とき／第2水曜日（10月13日）、午後1時～3時　ところ
／福祉健康センター　問い合わせ／社会福祉協議会伊勢
支所（☎㉗ 2425）
とき／第3水曜日（10月20日）、午後1時～3時　ところ
／ハートプラザみその・多目的室　問い合わせ／社会福
祉協議会御薗支所（☎㉒ 6617）

とき／第4水曜日（10月27日）、午後1時～3時　ところ／社
会福祉協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎43 3994）

10月の無料相談      予算額〔平成22年度〕　4,002万8千円
　　〔同ページに掲載している市主催の相談事業のみ〕
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